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2 本自の授業講演をもっと鳳tてかたし定凱己表u 問、?





5 子と吃:.O)~真稔2おや昔話を読みまdたか 1)1;:):1\ 2)lll¥え





































































































































































































































































































































































































































































































































協力のもと、 2006年 6月 8日木曜 3限 もっと知りたくなった点J (設問 3) とし












































































































































































































































































































































































































































































































協力のもと、 2006年 7月10日月曜 3限
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ませんが、記録していかないと、資料とし が変わっていくので、自分の知っているあ
て残らないというのは非常によくわかると る物語の内容はこれだと決めつけるのでは
思います。研究したくても、すでに残って なしさまざまであることを理解した上で
いないということはよくあります(私の専 読み聞かせをしなくてはならないという
門は歌ですが)。そういう時は資料に残す 点J (国際3年女性)
ということの必要性を感じます。伝播はど このような的確な意見を聴取できたのは、
のような人を経るのか、それによって物語 もちろん三原氏の大変魅力的な授業の賜物
にどんな性格が加わるか、という視点はお であることに疑う余地はないが、その前に、
もしろかったですJ (国際3年女性)】さら もともとの授業提供が「シンデレラ=灰か
に、「笑い話」というジャンルについて、 ぶり」裂メルヒェンを比較考察する授業で
自分の失敗談を滑稽に話せば人を傷つける あったことと、受講者全員が、阿部氏の「絵
ことはないという点に、対人関係のモラル 本」に関する実験授業、美濃部氏の「イギ
を見いだした受講生もいた。【例:I昔は話 リスのシンデレラ」を受講していたことに
し手が自分の失敗談などをおかしく話し、 より、受講生全員に「シンデレラ」の類話
自らが笑われるよう話してたという点。人 に関する基礎知識が定着していたからであ
を楽しくさせる人は、人のことを笑いはし ろう。さらに、彼等は、「絵本」や「翻訳」
ないということに感心しましたJ (国際3 の魅力と危険性を学んでいる。同じタイプ
年女性)】 昔話や民話には、その土地独自 の話が、全く文化の違う地域に伝播する、
の文化と人間の生きざまが結晶化している あるいは翻訳される時に起こる「変容」も
ということを、三原氏は大変わかりやすく また、その変容プロセスを知ることにより、
説いてくださったように思われる。また、 もっと楽しめる素材として鍛えるというこ
本授業の「おもしろくなかった点J(設問4) とを、彼等は感じているように思われる。
では、「もっとスペインのシンデレラにつ また次のような意見もあった。
いて話が聞きたかった」、「もう少し『シン 「物語の表面ではなく、その背景を知る
デレラ』について深く語ってほしかった」、 ことで、多彩な受け止め方を子どもたちに
「もっと長時間または、回数を多くしてほ 与えることができると思いますJ (国際3
しいと思う」と、時間が短かったことに対 年女性)
する不満がほとんどであり、学生たちが、 この意見はまさに、我々入社プロが、現代
三原氏の長年にわたるご研究に基づく授業 の伝承の担い手へと伝えたかったメツセー
に大いなる魅力を感じ、それを素直にもっ ジそのものである。各国の文化や歴史的背
と聞きたいと願っているように思われた。 景を知ることによって、より豊かな読み聞
本授業が「読み聞かせに役に立つ点J(設 かせをすることはでき、子どもたちからの
間10) としては、同じ物語でも、各国の 疑問にも答えることはできる。しかしなが
特徴によって話が異なるということを知つ ら、まずその前に、昔話や民話を、子ども
たことが、これからの読み聞かせに役に立 の世界のものだと遠巻きにとらえるのでは
っと感じている学生が多い。たとえば、以 なく、その成立過程や文化的背景、その話
下のような意見がある。 の深部にあるものの重要性や類話の多様性、
「同じ物語でも、国や書き手によって話 その変容のおもしろさを、まずは大人が愉
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しんで、それを「おもしろい」と感じなけ
れば、子どもに伝えたいとは恩わないであ
ろう。阿部氏の授業の一節ではないが、絵
本の絵には、画家がやっつけ仕事で描いた
ものと、そこに自分なりのこだわりとメッ
セージ性を託して、いわゆる作品として仕
上げたものとあるようで、それは絵の魅力
となって表れるのだという。そうだとした
ら、我々大人も、子どもへの読み聞かせや
語り聞かせを、マニュアルやテクニックに
しばられた、いわゆる「やっつけ仕事」に
してしまってはならないのではないか。こ
の点で、三原氏の実験授業は、「やっつけ
仕事」とは正反対の、まさに「豊かに語る」
ということが、「語りの魅力を増す」とい
うことのお手本のような授業であったこと
を、最後につけ加えておきたい。
おわりに
アンケートの設問9、設問10に寄せら
れた意見は、第3章の個々の分析の中で述
べてきたが、ここでその全体像を総括し、
結びとする。
9.絵本や昔話を子どもに読み聞かせたり
語って聞かせたりする時に、注意し芯けれ
ばならない点は何だと思いますか?
全体的に大きな声で読む、抑揚をつけて
読む、感情を込めて読む、ゆっくり読むな
ど、読むテクニックに注意しなければなら
ないという意見が多かった。子どもにしっ
かり伝えようと意識していることが、これ
らの回答からうかがえる。また、子どもの
想像力やイメージを大切にしたいと考えて
いる学生も多く、そのような意見は、大人
が一方的にイメージを植えつけてはならな
ーいという理念より生まれている。絵本の挿
絵は、場合によってはあまりに強烈で子ど
もに焼きついてしまうため、本の選び方に
も注意を払わなければならないという意見
は、阿部氏(絵本)の講演を聞いた学生か
ら多く挙がった。また、だれもが知ってい
るような話でも類話というものが幸子在し、
それが必ずしも子ども向けとは限らないも
のがある。さらに、残酷な場面を消してし
まっては、話自体が無意味になってしまう
ような物語もある。子どものためによいの
かどうかという問題は、どこまで行っても
つきまとうものであろうが、 0か×かとい
う選択を迫られる際に、話の文化的・歴史
的背景を知っておくということが、選択を
誤らないためには必要なことではないだろ
うか。すなわち、「読む」という行為以前に、
読み手の知識と心構えとが、大変重要なの
である。その心構えがなければ、テクニッ
クが生きることはなく、「生き生き」と語
るどころか、マニュアルどおりの、いわば
機械仕掛けの語りとなってしまうであろう。
話の背景を知れば、昔話にとって、正解が
たった一つではなく、正解には幅があると
いうことが容易に認識されうる。すなわち、
子どもの自由な想像に任せた発言があった
としても、語り手がこの「正解の幅」さえ
認識しておけば、答えに困ることもなけれ
ば、子どもの想像力をつぶしてしまうこと
もないのである。赤羽根氏(桃太郎回春霞)
や斉藤純氏(桃太郎神社)の講演の際の回
答では、話本来の姿を知っておくことも大
切だという意見が見られ、また、美濃部氏
(イギリスのシンデレラ)、三原氏(スペイ
ンのシンデレラ)の講演の際の回答では、
たくさんの種類の話を知っておくと良いと
いう意見が見られたことは、すべて、語り
手が「正解の幅」を認識しておくべきだと
いうことを物語っているのではないか。
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10 この授業・講演の内容が、絵本や昔話
の読み聞かせに役立つと思われる点を教え
て下さい。
授業を受けたことによって、「絵本や昔
話に関する知識が深まり、子どもの疑問に
も答えられる」という意見が大変多くみら
れた。喜ばしい結果である。
それぞれの授業の特色が意見に反映され
ている。斎藤君子氏(かぶ)の授業では、
読み聞かせのリズムなどを重要視している
意見が多く、小長谷氏(モンゴル)の授業
では、ことばを大切に扱いたいという意見
が多く見られた。美濃部氏(イギリスのシ
ンデレラ)、三原氏(スペインのシンデレラ)
の授業を受け、「さまざまな類話があるこ
とを知ったので、いろんな類話を子どもた
ちにも聞かせ、各国の類話を比較し、それ
ぞれの国にも興味を持ってくれたら良い」
と考える学生もいた。「子どもたちが、身
近な絵本というものを入り口にして、各国
の歴史や文化にも興味を持ってくれれば、
世界を広げてくれる」という希望もまた書
かれていた。また、長崎氏(ラーマ物語)
の授業では、「語りの自由さ」を認識した
受講生が目立つた。
阿部氏(絵本)の授業では、同じ題材の
絵本でも、さまざまな種類があることを知
ることができたという意見、絵本の絵はと
ても重要であり、絵によってそのシーンの
伝わり方も違ってくることを、本の比較を
通じて知ることができたという意見が多か
った。また、「強烈な印象を与える絵は、
子どもに恐怖の気持ちをずっと残してしま
ったり、子どもの想像力を止めてしまうと
授業で教わったので、そういう絵本は選ば
ないようにしたい」という意見も多くあっ
た。加藤氏(頼光)の授業では、残酷な話
があっても、正しい内容を子どもに伝えた
いと考える学生もいたが、子どもが恐怖に
とらわれてしまう恐れもあり、どう伝えて
いくのかは、とてもデリケートな問題であ
るので、しっかり考えて判断したいという
意見も見られた。真鍋氏(韓国のトツケビ)
の授業を受けた学生からは、「絵本の挿絵
が固定的なイメージを与える」という意見
が多く、「挿絵のない絵本を読み聞かせる
ことで、子どもの想像力を大切にしたい」
という意見も挙がった。塚崎氏(ルサール
カ)の授業でも同様、時には絵や絵本を見
せないで、主人公を自分の頭の中で想像す
ることの大切さを改めて感じたという意見
が多かった。
* 
授業の内容も関係しているのであろうが、
前半では読み聞かせの際に抑揚やリズムを
大切にしたいなど、読み聞かせのテクニツ
クに関する意見が多く見られたが、後半に
なると、子どもたちを楽しませ、子どもた
ちの想像力をいかに豊かにするかを、物語
の背景を知ることに求める意見が多くなる。
「語りの技」と「話の背景」とが、昔話に
おける「正解の幅」を生み出し、語り手が
自由に生き生きと語ることを可能にする。
「豊かに語る」とはすなわち、「自由」に「生
き生き」と、しかし「正解の幅」を意識し
ながら語るということではないか。そして
「豊かな語り」とは、もしかしたら、聴き
手(子ども)の想像力をつぶさないだけで
なく、語り手もまた語りつつ、物語を常に
新しい形で再体験できるということではな
いだろうか。最後に、今回の「実験授業・
講演m愛教大」の11回の授業をすべて受
講した者として筆者は、この11回の授業
が、別々の受講生ではなく、今後、同様の
機会があれば、 11固とも同じ受講生対象
に実施されることを切に願う。
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〈注〉
(1) 筆者の現在の勤務校は東洋大学であるが、この
実験授業を立ち上げ実施した当時は、愛知教育大
学外国語教育講座に専任講師として所属していた。
したがって、本報告において、「本校」あるいは「本
学」で表されるのは、当時の勤務校である愛教大
のことである。
(2) 2007年4月以降、「助教授」は「准教授J とい
う名称に変更されている。また実験授業支援グル
」プの中には、 2006年3月をもって退職された
方もいるが、本報告では、 2005年度、 2006年度
当時の職位とその名称を使用する。
(3) 愛知教育大学の学芸四課程は、 2007年4月より
現代学芸課程に変更されている。
(引提供授業のもともとの受講学生に対しては単位
認定に関わる「授業」、それ以外の受講者に対し
ては「講演」という性格を有するため、「授業・
講演」と併記する。
(5) アンケート分析協力者は以下の 7名である
(2007年3月に愛知教育大学卒業)。天川ひかる、
伊藤友香、大井良子、大野菜美子、神田華子、藤
津麻里、久田亜希。
(6) アンケート回答者の所属を以下のように略記す
る。国際【国際理解教育】、初幼【初等幼児教育】、
中数【中等数学】、初芸【初等芸術}、初科【初等
教育科学】、中英【中等英語】、生涯[生涯教育】、
中理【中等理科】、環境【環境教育】、自然【初等
自然】、情報【情報教育】、中社【中等社会】、生
ス【初等生活・スポーツ】、障害【障害児教育】、
養護【養護教諭】、人社【初等人文社会(国語)】、
中科【中等教育科学】、中国【中等国語】、保体【中
等保健体育】。
(7) 2007年10月1日に、大阪大学と統合。
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